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住宅・住宅地の良好な住環境の持続に向けた管理・運営
を考えるために研究を行っています。住宅管理において
は、住まい手と、設計者・施工者、専門知識を持つ第三
者、近隣住民といった人々のつながり・関係が重要だと
考えています。それは、ソーシャル・キャピタルともい
えるでしょう。また、人口の減少・高齢化、空き家の増加、
施設の老朽化といった課題を抱える高経年郊外住宅地で
は、誰がどのように管理・運営を担っていくのでしょう
か。地域住民だけではなく、開発者や建築専門家も重要
な役割を担うと考えています。

住宅・建築・都市政策、建築産業分野

戸建住宅・郊外住宅地の管理・運営とそれを支える人々
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近年、脱炭素社会構築に向けたプラスチックの資源循
環が社会的に求められている。宇山研究室はカーボン
ニュートラルに貢献するバイオマスプラスチックや廃
棄時の環境負荷を低減する生分解性プラスチックの実用
化に向けた産学連携研究を積極的に推進している。植物
油脂の良さを引き出した機能性コーティング材料を屋根
用塗料として実用化するとともに、独自開発の熱可塑性
デンプンと生分解性プラスチックのブレンドを基盤とす
る海洋生分解性バイオマスプラスチックの開発プラット
フォームを立上げ、製品試作に取り組んでいる。

プラスチック、包装材料、日用品

脱炭素・海洋プラごみ問題解決に貢献する
バイオプラスチック

宇山 浩 UYAMA Hiroshi
応用化学専攻 教授
物質機能化学講座 高分子材料化学領域 
宇山研究室 

＃バイオプラスチック ＃バイオマスプラスチック ＃海洋生分解性プラスチック ＃熱可塑性デンプン

732026 研究シーズ集 教授版

そ
の
他


